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要  約 

  飼料用米の利用促進や一般鶏卵と差別化できる高付加価値鶏卵の開発や飼料自給率の向上に資するた

め、基礎飼料43％に籾50％及びホタテ貝殻7％を混合し蛋白質16.6％、エネルギー2,637 kcal/㎏に調製

した飼料を採卵鶏に給与し、卵質や産卵性等への影響を調査した。 

１．体重や産卵率などの生産性に対する悪影響は認められなかった。 

２．卵黄色は、籾の給与によりヨークカラーファン（ＹＣＦ）が有意に低下した。 

３．籾の給与により卵黄中のドコサヘキサエン酸（n-3 系脂肪酸）、リノール酸（n-6 系脂肪酸）及びイコ

サジエン酸含量が有意（ｐ＜0.01）に低下した。 

４．籾の給与により卵黄中のビタミン E のうち、α-トコフェロール及びδ-トコフェロール含有量が有意

（ｐ＜0.01）に増加し、γ-トコフェロール含有量は有意（ｐ＜0.01）に低下した。 

 

 

目  的 

 

飼料用米の利用推進は、現在の配合飼料

価格の高止まりに対応し、飼料自給率の向

上を図る観点からも重要となっている。 

中でも、籾は年間を通じて保管でき、籾

すり経費を削減できることなどから、さら

なる生産コストの低減及び飼料自給率や付

加価値の向上につながる可能性を有してお

り、籾をそのまま摂取できる鶏に給与する

ことの意味は大きい。 

しかし、市販の配合飼料に単純に籾を添

加して給与することは、生産現場において

は実用的であるものの、飼料中の栄養成分

不足につながることから、産卵成績等に悪

影響を及ぼす恐れがある。 

飼料用米の給与に関しては、飼料中のト

ウモロコシを飼料米に代替しても産卵性に

負の影響を及ぼさない（杉本ら 1983,1984）

などの報告が多い中で、籾の給与に関して

は、配合飼料に籾を 20％添加給与すると産

卵率が低下し（滝田ら 2010）、また同じく

籾を 20％添加給与すると産卵率が高くなる

との報告（大窪ら（2011）もあり、給与効

果には未解明な部分も多い。 

そこで、本試験では飼料用米の利用促進

と一般鶏卵との差別化や飼料自給率の向上

に資することを目的に、基礎飼料 43％に籾

を 50％及び粉砕したホタテ貝殻 7％を混合

して採卵鶏に給与し、卵質や産卵性に及ぼ

す影響を調査した。 
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試験方法 

 

１．試験場所：青森県産業技術センター畜

産研究所内の採卵鶏舎を用いた。 

２．試験期間：2010 年 9 月 20 日から 2011

年 8 月 3 日（19～64 週齢）までとした。 

３．試験区分：試験区（以下籾 50％区）お

よび対照区の２区分とし、対照区には市

販 の 成 鶏 用 配 合 飼 料 （ CP17 ％ 、

ME2,800kcal/㎏）を、籾 50％区には籾（品

種：みなゆたか）50％に試験用に調製し

た基礎飼料（CP31％、ME 3,040kcal/㎏）

を 43％、カルシウム補給用として直径 5

ｍｍ程度に粉砕したホタテ貝殻を 7％混

合（現物重量比）したものを給与した（表

１）。 

なお、基礎飼料の内訳を表１に示した。 

飼料及び飲水は自由摂取とした。 

４．供試鶏：岡崎アロウカナ（雌）を 56

羽用い、各区に 28 羽ずつ配置した。 

５．統計処理：ｔ‐検定を用いた。 

 

結果及び考察 

 

（１）発育状況 

43週齢体重及び21～64週齢での生存

率に区間差は無く、発育への影響は認 

 

 

められなかった（表２）。 

（２）産卵成績 

１）50％産卵到達日齢は、籾 50％区で 153

日齢、対照区が 151 日齢で有意差は認

められなかった（表２）。 

２）平均産卵率では、籾 50％区が 71.15

％、対照区が 72.87％で有意な差は認め

られなかった（表２）。 

３）その他、50％産卵到達日齢、軟卵率、

飼料摂取量についても区間に有意な差

はなかった（表２）。 

（３）卵重及び卵質 

１）卵重、卵黄重、卵黄卵重比、ハウユニ

ット、卵殻強度、卵殻厚の調査結果を表

３に示した。 

これらいずれの項目においても区間

に有意差は認められなかった。 

２）卵黄色についてヨークカラーファン

（ＹＣＦ）により調査した結果、籾 50

％区が 1.13、対照区で 13.20 と、籾 50%

区で有意（ｐ＜0.01）に低下し、明ら

かにオレンジ色からレモン色に変化し

た（図１）。 

龍田ら（2010）や大窪ら（2011）も

籾米給与によって色が薄くなると報告

しており、飼料中のトウモロコシ割合

が低下したことから、卵黄色に影響を

表1 　試験区分

試験区分 供試羽数

CP（％） ME（kcal/kg） Ca（％） P（％） 備考
籾50％区 28 籾：基礎飼料：ホタテ貝殻＝50：43：7 16.60% 2,637 3.4 0.45 （算定値）

対照区 28 採卵鶏用配合飼料 17.00% 2,800 3 0.45 （保証値）
　　　　　籾50％区使用原料等内訳 籾（注１） 6.50% 2,660 0.2 0.16

ホタテ貝殻（注２） 0% 0 38.1 0.07
基礎飼料（注３） 31.00% 3,040 1.4 0.85

基礎飼料中成分内訳

CP(粗蛋白質） 31％以上

粗脂肪 8％以上

粗繊維 8％以下

粗灰分 15％以下

Ca(カルシウム） 1.4％以上

P(りん） 0.85％以上

ME(代謝エネルギー） 3040kcal以上

（注１）籾の栄養価は日本標準飼料成分表（2009年版）より推定した。

（注２）ホタテ貝殻のCP及びMEは０とし、Ca及びPは日本標準飼料成分表（2009年版）のカキ殻の数値から算定した。

（注３）基礎飼料：植物性油かす類と動物性油脂の添加量を増やすとともにアミノ酸、消化酵素、リン脂質を添加した飼料。

給与飼料
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表２　発育及び産卵成績

生存率 43Ｗ体重 50％産卵到達 平均産卵率 軟卵率 飼料摂取量

（％） （ｇ） 日齢（日） （％） （％） (g/羽/日)

籾50％区 96.4 2.11 153 71.15 0.50 99.80

対照区 96.4 2.03 151 72.87 0.69 98.55
有意差 NS NS NS NS NS NS

NS:有意差なし

区分

成鶏期（21～64週齢）

 

 

表３　卵重及び卵質

卵重 卵黄重 卵黄卵重比 ハウユニット 卵殻強度 卵殻厚 卵黄色

（ｇ） （ｇ） （％） （ｋｇｆ/㎠） （㎜） （ＹＣＦ） Ｌ*値 a*値 b*値
籾50％区 56.38 15.42 27.34 84.87 4.46 0.41 1.13 66.98 -7.72 28.14

対照区 55.88 15.63 27.96 83.20 4.67 0.42 13.20 56.39 11.01 43.61

有意差 NS NS NS NS NS NS ** ** ** **
**：ｐ＜0.01、NS:有意差なし

卵黄色（L＊a＊b＊値表色系色度）区分

36週（252日）

 

 

表４　卵黄中の脂肪酸及びビタミンＥ含有量

ドコサヘキサエン酸 リノール酸 イコサジエン酸

（ｎ-3） （ｎ-6） （ｎ-6）
籾50％区 0.16 2.90 0.01 7.48 0.03 1.26 0.17
対照区 0.27 3.74 0.02 5.93 0.00 2.48 0.03

有意差 ** ** ** ** NS ** **
**：ｐ＜0.01、NS:有意差なし

（ｎ-3）：ｎ3系脂肪酸、（ｎ-6）：ｎ6系脂肪酸

　γ-トコフェロール 　δ-トコフェロール

ビタミンＥ(mg/100g)

　α-トコフェロール 　β-トコフェロール
区分

多価不飽和脂肪酸(g/100g)

 

                                            

及ぼすトウモロコシ中のキサントフィ

ル含量が減少したためと考えられた。 

３）卵黄色の L＊a＊b＊表色系色度を測定

（コニカミノルタ社製 CR-400）したと

ころ、籾 50％区で L＊値（明度）が増加

（ｐ＜0.01）した（籾 50％区 56.38、

対照区 55.88）。また、a＊値（籾 50％

区-7.72、対照区 11.01）及び b＊値（籾

50％区 28.14、対照区 43.61）が有意（ｐ

＜0.01）に低下した。 

 

 対照区（左）    籾 50％区（右） 

    図１ 卵黄色の変化 

（４）卵黄中の成分 

１）卵黄中の n-3 系脂肪酸であるドコサ

ヘキサエン酸含有量は、籾 50％区が

0.16g/100g、対照区で 0.27 g/100g と

有意（ｐ＜0.01）に低下した（表４）。 

また、n-6 系脂肪酸であるリノール

酸は籾 50％区で 2.90g/100g、対照区で

3.74g/100g と有意（ｐ＜0.01）に減少

した（表４）。 

ドコサヘキサエン酸及びリノール酸

の低下は、大窪ら（2011）の報告と同

様の傾向であった。 

   そのほか、n-6 系脂肪酸ではイコサ

ジエン酸が有意（ｐ＜0.01）に低下し

た（表４）。 

   これらは飼料中の配合割合が高いト

ウモロコシと米に含まれる成分の移行

が影響していると考えられた。 
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    日本人が食品から摂取するn-6系脂

肪酸の98%はリノール酸とされており、 

 また、n-6 系脂肪酸については、体内

で炎症を引き起こす要因となる化学物

質に変化するため、十分なデータは示

されていないものの、摂り過ぎでの安

全性が危惧されている。 

このため、厚生労働省の「日本人の

食事摂取基準（2010 年版）」において、

成人の n‒ ６系脂肪酸（またはリノー

ル酸）の摂取基準の目標量の上限を総

エネルギー摂取量の 10％と定めてお

り、今回の卵黄中のリノール酸含有量

の低下は、好ましい方向へ改善された

ものと考えられた。 

２）卵黄中のビタミン Eのうち、α-トコ

フェロール含有量は、籾 50％区で 7.48

ｍ g/100g、対照区では 5.93ｍg/100g

と有意（ｐ＜0.01）に増加し、δ-トコ

フェロールについても有意（ｐ＜0.01）

に増加（対照区 0.03ｍg/100g、籾 50

％区 0.17ｍg/100g）した（表４）。 

一方、γ-トコフェロールはα及びδ

-トコフェロールとは逆の傾向を示し

（対照区 2.48ｍg/100g、籾 50％区

1.26ｍg/100g）、有意（ｐ＜0.01）に

低下した（表４）。 

ビタミンE群は抗酸化作用をもつと

されており、α、β、γ、δ－トコフ

ェロールの４種類が知られている。 

これらのうちα-トコフェロールが

最も高い効能を示すとされていること

から、籾を50％混合して調製した飼料

を給与することで差別化鶏卵の生産に

活用できるものと考えられた。 

 

以上のことから、籾を50％混合して蛋白

質やエネルギーを調製した飼料を用いるこ

とで、卵黄色が薄くなるものの、発育成績

や産卵成績に悪影響を及ぼすことなく籾を

50％混合給与することが可能であることが

明らかとなった。 

また、リノール酸含量が低くα-トコフェ

ロール含量が高い鶏卵の生産が可能となる

ことから、差別化鶏卵の生産に有効と思わ

れ、飼料自給率の向上にも寄与することが

できると考えられた。 
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